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泌尿器科専門医が街にでるまで

• 1996年 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞe-Urologyを開催

• 1996年 埼玉県にて泌尿器科往診はじめる

• 1999年 在宅排泄管理ﾃｷｽﾄを自費出版

• 1999年夏 地域医療振興協会を通じて青森県の僻
地医療の勉強＇総合診療科（

•2000年 ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学ﾌﾞﾘｶﾞﾑ＆ｳｲﾝﾒﾝｽﾞ病院臨床
資格取得

•2001年 ﾌﾞﾘｶﾞﾑ＆ｳｲﾝﾒﾝｽﾞ病院ｸﾘﾆｶﾙ・ﾌｪﾛｰ

•2001年夏 地域医療振興協会を通じて青森県の僻
地医療の勉強＇総合診療科（



泌尿器科専門医が街にでるまで

•2002年 南山堂『在宅でみる排尿介護のコツ』出版

•2003年 ﾌﾞﾘｶﾞﾑ＆ｳｲﾝﾒﾝｽﾞ病院ｸﾘﾆｶﾙ・ﾌｪﾛｰ

•2003年 国立横須賀病院泌尿器科部長

•2003年 横須賀市立うわまち病院泌尿器科部長

•2003年 保健同人社『婦人泌尿器科へようこそ』出版

•2004年 日本経済新聞

•2005年 横須賀地区の往診開始

•2005年 『マンガでわかる排尿ケアマニュアル』出版

•2006年 『はじめての女性泌尿器科』出版



泌尿器科専門医が街にでるまで

• 2006年 在宅膀胱がん患者に低用量抗がん剤開始

• 2007年 読売新聞医療ルネッサンス連載

• 2007年 講談社『介護がﾗｸになる漫画・排泄ケア』出版

• 2007年 在宅患者の看取り開始

• 2008年 読売新聞医療ルネッサンス・日本テレビ監修

• 2008年 帝京大学・独協医科大学講師 手術開始

• 2009年 末期患者への男性ホルモン治療開始

• 2009年 クリニックオープン

• 2009年 なでしこJAPAN指導

• 2010年 『あなたらしい最期の生き方』出版

• 2010年 在宅患者数60人 年間日帰り手術400件 ＇骨盤
臓器脱200件（



泌尿器科専門医が在宅へ自転車で往診



泌尿器科専門医が在宅へ

•在宅膀胱がん末期患者への低用量抗がん剤
•在宅患者へのおむつアドバイス
•末期患者へのホルモン補充療法
•往診で教える在宅自己導尿指導
•在宅患者へのカテーテルの見直し
•四肢麻痺患者のカテーテル細菌感染に対す
る投薬

•在宅患者に対するペインマネジメント
•末期患者へのモルヒネ皮下投与

などの業務をしております



在宅膀胱がん末期患者への低用量抗がん剤

•抗がん剤を上手に使って、膀胱がんを
抑えよう



90才 膀胱がん＇TCC G２ T4N0M0（

ﾗﾝﾀﾞ10mg

ｸﾘﾆｯｸ通院

往診往診



90才のこの患者さんでの腫瘍面積の変化
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これまでにおこなった膀胱がん患者さんたち

•90才男性＇TCC G2 T4（：低用量抗がん剤10ｍｇｘ5
日および３週間休みにて、5年経過。元気。

•79才女性＇TCC G2-1 T4（：低用量抗がん剤15ｍｇｘ
5日および３週間休みにて、3年経過。中華料理を
食べすぎて死去

•85才男性＇TCC G2 T4（：低用量抗がん剤10ｍｇｘ5
日および３週間休みにて、3年経過。元気。

•87才女性＇TCC G2-1 T4（：低用量抗がん剤10ｍｇｘ
5日および３週間休みにて、4年経過。屋久島旅行
制覇

•他、15名ほど



低用量抗がん剤をするときのメリット

•無理のない範囲の治療ができる。

•入院しなくていいので、家で食事ができる。

•血尿がとまるなど、QOLを目標にするの
で、患者が無理なく理解できる。

•抗がん剤休止期間の副作用が少ないの
で、自由な時間が多い。



在宅へいけば、その人のくらしがわかる

•一人暮らしの高齢者では問題が多い



•動線をかんがえて排泄ケアを指導してみる



 トイレまでの道のりを実際に知るとよい情報です



在宅患者へのおむつアドバイス

•その人にあったオムツをさがしだそう



•高齢者に必須のオムツの介護

介護する人、される人 ともに不快のない選択



よい商品を研究してみよう

•尿とりパッドとナプキンの違いなども日ごろから気にし
ていると、よくわかります

例（ユニチャーム社 スリムウエア
：パッドがついたオムツ＇軽い心地（



おむつ商品研究＇下痢・軟便（

下剤の工夫

食事・運動の工夫

例（大王製紙＇エリエール（ 軟便パッド



おむつ商品研究＇におい対策（
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便のにおい対策

よい質のうんちへの取り組み

例（シャンピニオンゼリー



摘便のコツ



夜間尿量の多い人は、
おむつ交換が多いかもしれません

家族・本人の
負担増

夜間１回おむつ
や

尿瓶＇自動（
を検討



夜間１枚のオムツでも感染低い

おむつ使用時の皮膚に付着する
失禁尿のなかにある細菌の量について

出典：「看護実践の科学2001.9」より　ハーバード大学泌尿器科 奥井 先生

パターン2＜日中のみ排尿ごとにパッドを交換＞

16時 24時8時

夜1枚安心パッド

パターン3＜夜間を含め排尿ごとにパッドを交換＞

16時 24時8時

レギュラーパッド

16時 24時8時

パターン1＜1日1回のみのおむつ交換＞

奥井伸雄 『看護実践の科学』より ３０症例から検討



よい眠りのアドバイスも大切

寝返りをうちやすい
広さのあるベッド

寝たきりにしないため、
排泄はベッドでさせない



よいベッドのアドバイスも大切

起き上がりやすさは、膝が９０度



呼吸不全のある方への排泄ケア

•在宅酸素をしている人は実は排泄に悩んでいます

•なやんでいないか、聞き出してみましょう

排泄で大変困って
いる

困っている

問題なし



 腹式呼吸と口すぼめ呼吸をすると、排泄に役立つ



 腹式呼吸と口すぼめ呼吸で、排泄するコツ





呼吸の練習

 吸う時とはく時では自律神経のスイッチが切り替わ
ります。

 吸う → 交感神経

 はく → 副交感神経＇リラックス（

 伝統的な呼吸法は、意識的にはく時間を長くするこ
とでリラックス効果を高めていると考えられます。

 深呼吸をしすぎるとたちくらみや手足の痺れを感じる場合が
あります。深呼吸をする目安は1回1分、1日3回まで。これで十
分、血圧を下げる作用が期待できる。深呼吸をしていて立ち
くらみなどを感じた場合は、すぐにやめてください。



末期患者へのホルモン補充療法



•本当は、すこしずつ食欲がなくなり、枯
れていくように天寿へ

食事量

末期患者へのホルモン補充療法



•本人と娘の気持ちがあり、男性ホルモ
ンを補充＇エナルモンデポー125ｍｇ（

食事量
＇食事量は、ご飯の量で確認して記録（

末期患者へのホルモン補充療法

ご飯20％

昼食
ご飯100％
コロッケ２こ

昼食
ご飯100％
うなぎ２００ｇ

昼食
ご飯100％
うなぎ２００ｇ



往診で教える排泄指導







背筋のばす姿勢

安静時



“考える人”姿勢

安静時



背筋のばす姿勢

いきみ時



“考える人”姿勢

いきみ時





四肢麻痺患者のカテーテル細菌感染に
カテーテルをみなおそう



尿道カテーテル









その場でデジタル写真アドバイス

わるい例 よい例



尿道カテーテルの痛みのある患者

●膀胱ろう に 作り変える
●親水性カテーテル に 材質変更
●円座で カテーテルと尿道の圧迫をとる



在宅患者さんは、本当に喜んでくれる



保険点数 •在宅自己導尿管理料+
往診料

•在宅寝たきり管理料+往
診料

など

泌尿器科の
活動は日本
国に認めら
れている


